
安全上重要な機能を有する主要な施設

⑧原子炉建屋

⑦原子炉格納容器

②蒸気発生器

⑨制御棒
③炉内構造物

④一次冷却材管

⑥余熱除去配管

①原子炉容器

⑤余熱除去
ポンプ

冷やす

閉じ込める

止める

（参考資料）

①原子炉容器
・原子燃料、炉内構造物などを収納し、
その中で核分裂のエネルギーを発生
させる容器

②蒸気発生器
・原子炉内で発生した熱エネルギー（水）
を伝熱管を介して２次系の水に伝え、
タービンへ送る蒸気を発生させる役目を
持つ熱交換器

③炉内構造物
・炉心の支持、炉内の冷却材流路の形成等
の機能を持つ原子炉内の構造物

④一次冷却材管
・原子炉容器、蒸気発生器、１次冷却材
ポンプを連結し、１次冷却材の循環回路
を形成している配管

⑤余熱除去ポンプ
・原子炉の停止後、炉心の崩壊熱などを除去
するために設けられた余熱除去系で用いる
ポンプ

⑥余熱除去配管
・原子炉の停止後、炉心の崩壊熱などを除去
するために設けられた余熱除去系で用いる
配管

⑦原子炉格納容器
・原子炉容器や蒸気発生器など重要な機器
を格納する容器

⑧原子炉建屋
・原子炉やその周辺の関連機器を収容する
建物

⑨制御棒
・原子炉出力を制御するために､炉心内で
生成される中性子数を調整(中性子吸収に
よって)する棒
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美浜発電所１号機概略影響検討結果 〔例：①原子炉容器〕

①原子炉容器

【検討方法（ステップ１）】

１．１３ ＜ １．２５

柏崎刈羽の

床応答スペクトル（Ｋｓ）

美浜１号機の

床応答スペクトル（Ｈｓ）

１８９（MPa） ÷ １５１（MPa） ＝ １．２５（β） ※２

許容値※３

８０５（cm/s2） ÷ ７１４（cm/s2） ＝ １．１３（α）※１

応答値※４

αが１以下でない（美浜のスペクトルより柏崎刈羽のスペクトルの方が上回っている）ため、

次に、αと「応答値と許容値の比率」を比較し検討

（α） （β）

美浜のスペクトルより柏崎刈羽のスペクトルの方が上回っているが、その比率に対して、

対象施設の許容値に対する余裕（許容値と応答値の比率）が上回っているため、

安全機能は維持されると考えられる。

※１ 小数点第３位切上げ

【検討結果】

【美浜１号機と柏崎刈羽１、４号機の基礎版上の床応答スペクトルの比較（減衰定数５％）】

※２ 小数点第３位切捨て

※３ 原子力発電所耐震設計技術指針（JEAG4601）などの

規格基準に基づく判断基準値

※４ 地震が発生したときに対象施設に発生する力などの値
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柏崎刈羽原子力発電所1,4号機EW,NS包絡 美浜発電所１号機S2-EW

美浜発電所１号機S2-NS ①原子炉容器
②蒸気発生器 ③炉内構造物

④一次冷却材管 ⑤余熱除去ポンプ
⑥余熱除去配管 ⑦原子炉格納容器

⑧原子炉建屋 ⑨－１制御棒挿入性（制御棒駆動装置）
⑨－２制御棒挿入性（ｶﾞｲﾄﾞﾁｭｰﾌﾞ） ⑨－３制御棒挿入性（燃料集合体）

⑤

●

●

柏崎刈羽の床応答
スペクトル(Ｋｓ)

８０５

美浜１号の床応答
スペクトル（Ｈｓ）

７１４


